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社会科における指導の重点（身に付けさせたい力） ※学習指導要領に照らし合わせて 

【社会的な思考・判断・表現】 

社会的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通して、社会的事象の意味や意義、特色や相互の関連を多面的・多

角的に考察する力。社会に見られる課題を把握してその解決に向けて構想する力や、考察したことや構想したことを説明する力、それらをも

とに議論する力 
 
 生徒の学力の状況（課題） 授業における具体的な改善策 

（「主体的・対話的で深い学び」における） 

手だての実施時期 年度末評価（２月） 

第

１

学

年 

・基礎的・基本的な知識・技能が定着して 

いない。 

・社会的事象に関して、興味・関心が低い。 

 

・毎時間、家庭学習として復習プリントを出し、

授業の振り返りをさせる。 

・定期的に小テストを行い、基礎的・基本的な知

識・技能の定着を図る。 

・毎時間 

 

・毎時間 

 

 

第

２

学

年 

・社会的事象に関して、興味・関心が低い。 

・自分の考えを発表することが苦手な生徒が

多い。 

・知識構成型ジグソー法を取り入れることによ

って、生徒は調べる内容を自分で選択できるた

め主体的に取り組むことができる。また、班で

学習課題について考える活動を通して、自分の

考えを発表する練習ができる。 

・２週間ごと 

 

・毎時間 

 

 

 

第

３

学

年 

・基礎的・基本的な知識・技能が定着して 

いない。 

・社会的事象について、自分で考え、発表す

ることを苦手とする生徒が多い。 

・資料の読み取り、分析を苦手とする生徒が

多い。 

・定期的に小テストを行い、基礎的・基本的な知

識・技能が定着を図る。 

・グループ活動を取り入れた授業を行い、意見交

換をさせる。 

・知識構成型ジグソ－法を行い、複数の資料を読

み取り考察する力を育む。 

・毎時間 

 

・毎月 

 

・毎時間 

 

■ICT を活用した授業における改善策 

1年  

2年   意見の共有など、作業の簡略化や時間短縮につながるよう活用する。 

3年  
 

社会科 


